
































の中で、これまでの成果を評価 しつつ も現状 と
課題 として、京都市内の同和地区から生活の安






































































































































個性 と能力を発揮 し、豊かな生活を築 くと共に
あらゆる差別をなくす人間として成長する子 ど
































る」 と 「平成3年 京都市同和地区実態調査報告

























一一覊 一 一 全市(高校) 91.692.193.593.794.5.,. 95.395.7.; 96.296β96.6・.: 97.196.97.196.896.697.497.596.7
一一螽 一 一 同和(高校) .. 91.490.490.588.091.395.094.895.196.796.794.492.796.9.; 95.7.,.
.; 960 96.895.6
一一難 一 一 全市(大学) 38.740.741.039.340.437.937.341.241.945.4,; 50.452.654.4.: 59.461.560.358.057.2






















































通 りの学校に通う 「同和地区児童 ・生徒」が出
始め、90年代 にはそれが増加 し、割合 として無



















































































































区は再び 「貧困(と低学力児童 ・生徒)の 集積
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